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スキル標準ユーザーズカンファレンス2010
開会に当たり

2009年12月4日
社団法人 日本情報システム・ユーザー協会

細川 泰秀
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(C)JUAS 2009

（社）日本情報システム・ユーザー協会（JUAS）の概要

■ 沿革

１９６２年４月 日本データ・プロセシング協会創立
１９９２年７月 （社）日本情報システム・ユーザー協会に拡充改組

■ 役員：理事44名 監事２名

会 長 石原 邦夫 東京海上日動火災保険株式会社 取締役会長

■ 事務局

専務理事 細川 泰秀 常務理事 原田 俊彦

所在地 東京都中央区日本橋堀留町１-１０-１１

■ 会員数 ：642社 （2009年7月１日現在）
正会員 ：175社
賛助会員 ：137社
Pﾏｰｸ会員 ：330社

正会員企業の構成
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フォーラム
・部門経営フォーラム（４）
・グループ会社経営フォーラム（２）
・ＩＴ企業ＴＯＰフォーラム（２）
・ＣＩＯフォーラム（３）

（関西）・IT企業TOPフォーラム関西
・IT部門経営フォーラム関西
・ＩＴ企画推進フォーラム関西
・ITグループ会社フォーラム関西

・ＪＵＡＳプラザ★
・IT匠プラザ
・Ｌプラザ★

研究会
・ＩＴ戦略研究会
・人材育成研究部会
・情報共有研究会
・システム運用研究会
・企業リスクマネジメント研究会
・ユーザーＩＴ活用研究会

研究プロジェクト
・システム開発・保守ＱＣＤ向上プロジェクト
・要求を聞き出す技術研究プロジェクト★
・サービス・サイエンス研究プロジェクト
・ＵＶＣ研究プロジェクト●（User Vender Collaboration）
・要求工学研究プロジェクト●
・グローバルＩＴ研究プロジェクト●
・高度ＩＴ化人材研究プロジェクト●・
・ユーザー満足度研究プロジェクト●
・ユーザビリティ研究プロジェクト●

オープンセミナー

オーダーメイド研修

教材開発・出版

ＪＵＡＳスクエア
（運営・企画委員会）

研修事業
会員活動

調査事業
・企業IT動向調査
・ソフトウェアメトリックス

システムリファレンス
マニュアル
（普及推進）

政策研究会
・情報セキュリティ委員会
・CIO戦略フォーラム
・ＣＩＯ育成カリキュラム
・信頼性向上プロジェクト

会員研修会
・ＪＵＡＳアカデミー

・セキュリティセンター
プライバシーマーク審査

・ＵＩＳＳセンター
情報システム
ユーザースキル標準

公開事業

海外研修

●：2007年度以前に完了
★：2009年度新設

～ユーザーの要求が未来を切り拓く～

技術委員会★
イノベーション経営
カレッジＩＭＣＪ

3

JUAS活動関係図
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2008年度
978名
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JUAS活動参加人数の推移

(C)JUAS 2009
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UISSコンセプトと問題解決力、問題感知力

問
題
解
決
力

問
題
感
知
力

配置転換

組織力

個人力

アウトソーシング

人材育成

採用（新人、経験者）

Morale-up戦略・企画・実行力

資格制度

業
務
選
別
・
ギ
ャ
ッ
プ
分
析

①理想と現実のギャップ(もっと良いもの、良い方法がないか）

②何のためにするのか

③この問題が解決したらすべて問題は解決しますか

④将来を見通しても現状のままで良いですか

UISSの範囲

(C)JUAS 2009
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スキル標準ユーザー協会（ＳＳＵＧ）との協力体制

(C)JUAS 2009

ＩＴスキル標準の効果的活用や確実な定着について検討し、成果の
情報発信や仕組み、ツールの提供、支援を実践されてきた『スキル
標準ユーザー協会（ＳＳＵＧ）』には、ＩＴ系スキル標準に関する各種
のノウハウが蓄積されている。（現在は、ＵＩＳＳ、組込みスキル標準（ＥＴＳＳ）も検討対象に）
これまで、ＪＵＡＳでは、ＵＩＳＳを必要とされる方に対し、適切な情報
提供する上で、ＳＳＵＧから多くの成果供与を受けて適用し、協力関
係を深めてきた。
本日の当カンファレンスの
協同開催も、その一環で
ある。
今後も、当該分野において、
より一層、連携協力体制を
強固なものとしていきたい。

6(C)JUAS 2009
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